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【93】大田市仁摩町仁万天神 仁摩小学校下（宮本 仁 01/ﾛｰﾀﾘｰ 69） 井戸正明…… 
 

 

所在地 大田市仁摩町仁万天神 仁摩小学校下 前谷工務店前 

北緯３５°０９′０７．７９″／東経１３２°２３′５６．５２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

82 

142 

22 

単位：ｃｍ 

20 

18 

碑石幅 35／奥行き 26 
台石１段目幅 49／奥行き 42 
台石２段目幅 65／奥行 56 
台石３段目幅 128／奥行 100 

【
建
立
年
】
明
治
30
年
（
１
８
９
７
） 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸…

…

（
宮
本
調
査
で

は
「
井
戸
正
明…

…

」
） 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
五
月
廿
五

日
死
去 

［
碑
石
左
面
］
明
治
三
十
年
八
月
六
日 

［
台
石
］
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

仁
摩
小
学
校
の
下
、
大
田
西
中
学
校

の
横
に
当
た
る
。
道
路
の
海
側
に
岩

盤
を
削
っ
て
広
場
を
作
り
、
碑
の
前

に
は
山
茶
花
が
植
え
ら
れ
る
な
ど
庭

園
風
の
し
つ
ら
い
だ
。
碑
は
福
光
石

で
傷
み
が
激
し
く
、
剥
落
も
多
く
て
、

宮
本
調
査
で
は
建
立
者
の
名
前
が

「
本
地
亀
五
郎
」
と
読
め
た
と
あ
る

が
、
調
査
日
に
は
読
め
な
か
っ
た
。 

場
所
が
海
に
近
い
た
め
傷
み
が
早
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

          

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
20
日
） 
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【94】大田市仁摩町天河内（宮本 仁 02/ﾛｰﾀﾘｰ 70） 泰雲院殿義岳良忠居士欽徳碑 
 

 

所在地 大田市仁摩町天河内 天河内から馬路に抜ける里道沿い（馬路の琴ケ浜展望台から１００㍍北

の、右手に地蔵がある場所から里道を入って約２００㍍） 

北緯３５°０８′４９．２０″／東経１３２°２３′５７．００″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 47、奥行き最大 27 
台石１段目 最大幅 87、同奥行き 60 
台石２段目 最大幅 170、同奥行 124 
 

単位：ｃｍ 

46 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居 

 

士
欽
徳
碑
（
蓮
の
花
） 

［
碑
石
右
面
］「
享
保
十
八
癸
丑
五
月
廿

六
日…

…

」
と
思
わ
れ
る
文
字
が
あ

る
が
不
鮮
明
。 

［
碑
石
左
面
］
文
字
が
彫
っ
て
あ
る
が

不
鮮
明
で
読
め
な
い
。 

［
台
石
］
自
然
石
で
刻
字
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

馬
路
か
ら
海
岸
通
り
を
進
み
、
琴
ケ

浜
展
望
台
を
過
ぎ
て
し
ば
ら
く
行
く

と
、
貯
水
タ
ン
ク
の
手
前
約
１
０
０

㍍
当
た
り
に
道
路
右
側
に
小
さ
な
地

蔵
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
里
道
を
約
２

０
０
㍍
進
ん
だ
場
所
に
あ
る
。
周
囲

に
は
人
が
居
住
し
た
名
残
り
が
残

り
、
石
碑
の
場
所
は
約
１
㍍
の
石
垣

を
積
ん
だ
平
地
が
整
備
さ
れ
、
中
央

部
の
階
段
を
上
が
る
と
広
場
の
中
央

部
に
石
碑
が
あ
る
。
石
碑
は
白
っ
ぽ

い
少
し
粗
め
の
自
然
石
で
硬
く
、
ま

だ
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
左
右
の
文

字
は
浅
く
彫
ら
れ
た
た
め
か
読
む
の

が
難
し
い
。
広
場
の
整
備
や
碑
石
、
碑

文
を
見
て
も
、
か
な
り
費
用
を
か
け

た
立
派
な
も
の
。
宅
野
の
石
碑
の
石

庭
を
参
考
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

（
調
査
日
２
０
１
９
年
２
月
22
日
） 

164 

253 

43 
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【95】大田市仁摩町宅野 波啼寺上 （宮本 仁 04/ﾛｰﾀﾘｰ 68） 丼明府報徳碑 
 

 

所在地 大田市仁摩町宅野 波啼寺の右側にある往還道の上り坂を約７００㍍上がった峠の広場 

北緯３５°１０′０８．３７″／東経１３２°２４′４８．０５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：ｃｍ 

180 

311 

31 

37 

碑石最大幅 70、奥行き最大 70 
台石１段目 最大幅 135、同奥行き 135 
台石２段目 最大幅 136、同奥行 130 
台石３段目 幅 170／奥行 162 
台石４段目 幅 205／奥行 190 
 

【
建
立
年
】
元
治
元
年
（
１
８
６
４
） 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
前
面
］
丼
明
府
報
徳
碑 

［
碑
石
そ
の
他
・
台
石
］
刻
字
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］
郷
土
資
料
に
よ
る
と

碑
石
前
面
の
文
字
は
弘
化
２
年
（
１

８
４
５
）
幕
末
の
三
筆
の
一
人
、
貫
名

海
屋
が
宅
野
逗
留
中
に
書
い
た
と
さ

れ
る
。
碑
石
、
台
石
に
は
ほ
か
に
文
字

は
な
い
が
、
石
碑
前
の
石
灯
籠
に
は

右
が
「
奉
燈
／
本
邨
中
／
元
治
元
年

甲
子
五
月
／
小
松
屋
政
右
衛
門
／
世

話
人
叶
田
屋
恒
平
」
左
に
は
「
同
上
／

阿
波
屋
惣
四
郎
／
世
話
人
浅
屋
吉

助
」
と
あ
る
の
で
、
石
碑
を
中
心
と
し

た
石
庭
は
元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
の

建
設
と
推
察
さ
れ
る
。
４
段
目
の
台

石
に
置
い
て
あ
る
線
香
立
て
に
は
中

央
の
窪
み
に
家
紋
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
、
右
に
「
川
合
屋
」
左
に
「
当
中
」

と
あ
る
。 

 

こ
の
場
所
は
宅
野
と
五
十
猛
を
結
ぶ

往
還
道
の
峠
の
広
場
で
、
向
か
い
に

は
茶
屋
も
あ
っ
て
に
ぎ
わ
っ
た
と
い

う
。
当
時
の
宅
野
の
有
力
者
た
ち
が
、

こ
の
場
所
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ま
た
海

屋
の
書
に
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
に

と
、
た
く
さ
ん
の
大
き
な
石
を
運
び

込
ん
で
石
庭
を
建
設
し
た
の
だ
ろ

う
。
行
き
か
う
人
々
が
井
戸
公
に
思

い
を
寄
せ
た
風
景
が
蘇
る
。 

大
田
市
内
で
唯
一
、
市
の
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
井
戸
公
碑
だ
。 

（
調
査
日
２
０
１
９
年
２
月
24
日
） 

35 

28 
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【96】大田市仁摩町大国 石見城下（宮本 仁 05/ﾛｰﾀﾘｰ 71） 井戸平左衛門府君遺澤之碑 
 

 

所在地 大田市仁摩町大国 石見城下 

北緯３５°０８′２６．０２″ 

東経１３２°２５′０９．８６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

碑石幅 49／奥行き 33 
台石１段目 
幅 79／奥行き 62 
台石２段目（猫足） 
幅 110／奥行 93 
台石３段目 
幅 140／奥行 119 
台石４段目（石組） 
幅 190／奥行 171 

台石５段目（石組） 
最大幅 378／奥行最大 343 
 

単位：ｃｍ 

128 

17 
27 
23 

【
建
立
年
】
平
成
元
年
（
１
９
８
９
）
再

建 

【
建
立
者
】
大
国
町
文
化
推
進
協
議
会
・

井
戸
公
石
碑
移
転
建
設
委
員
会 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
平
左
衛
門
府
君
遺

澤
之
碑 

ほ
か
に
は
文
字
は
な
い
が
、
碑
の
左

隣
に
石
の
解
説
版
が
設
置
さ
れ
て
い

る
（
碑
文
は
次
葉
に
記
載
） 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

石
見
城
の
ふ
も
と
の
旧
道
沿
い
に
広

場
を
整
備
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
碑
は
も
と
も
と
川
西
地
区
の
勝

音
寺
に
あ
っ
た
も
の
を
大
国
町
文
化

推
進
協
議
会
・
井
戸
公
石
碑
移
転
建

設
委
員
会
が
町
内
か
ら
寄
付
を
募

り
、
こ
の
場
所
に
移
転
し
た
。 

宮
本
調
査
で
は
勝
音
寺
の
デ
ー
タ
が

記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
碑
石
、
台
石
と

も
元
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
る
よ
う

だ
。
傷
み
は
な
く
、
文
字
も
は
っ
き
り

読
め
る
。 

周
囲
に
は
松
や
山
茶
花
が
植
え
ら
れ

て
お
り
、
公
園
風
の
し
つ
ら
い
に
な

っ
て
い
る
。
近
く
に
は
世
界
遺
産
石

見
城
の
解
説
板
も
あ
る
の
で
、
石
見

銀
山
を
訪
れ
る
人
の
中
に
は
、
こ
の

立
派
な
井
戸
公
碑
を
見
学
す
る
人
も

あ
る
だ
ろ
う
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
20
日
） 

48 

313 

70 
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【96】大田市仁摩町大国 石見城下 井戸平左衛門府君遺澤之碑 続き（説明文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井
戸
平
左
衛
門
（
正
明
）
公
は
石
見
銀
山
第
十
九
代
代
官

と
し
て
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
か
ら
同
十
八
年
迄
三

年
間
務
め
ら
れ
た 

当
時
は
享
保
の
大
飢
饉
の
最
中
で

西
日
本
に
於
け
る
餓
死
者
は
十
数
万
人
に
お
よ
ん
だ
と

い
わ
れ
る 

こ
の
時
幕
府
の
命
令
に
さ
き
が
け
て
官
庫

を
開
い
た
り
年
貢
の
減
免
な
ど
を
決
断
し
そ
の
上
私
財

を
投
じ
て
領
民
を
救
い
さ
つ
ま
芋
栽
培
の
奨
励
を
し
て

「
い
も
殿
様
」
と
あ
が
め
ら
れ
た 

そ
の
遺
徳
を
偲
ぶ

頌
徳
碑
は
県
下
全
域
に
建
立
さ
れ
て
い
る 

本
町
に
も

先
祖
が
建
立
し
た
稀
に
見
る
程
の
立
派
な
石
碑
が
元
勝

音
寺
境
内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
が
こ
の
程
人
目
に
ふ
れ

る
こ
の
地
に
移
転
し
て
末
永
く
井
戸
公
の
恩
に
報
い
る

こ
と
と
し
た 

 
 
 
 
 

平
成
元
年
（
一
九
八
九
） 

 

大
国
文
化
推
進
協
議
会 

 
 
 

碑
文
揮
毫 

安
政
三
年 

 
 
 

選
書
揮
毫 

近
藤
芳
樹 

（
歌
人
・
書
家
）
周
防
（
山
口
）
の
出
身

に
て
国
学
を
学
び
号
を
寄
居
子
庵
と

い
う 

宮
内
省
文
学
御
用
掛
を
つ
と

め
明
治
十
三
年
八
十
才
で
没
す 
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【97】大田市仁摩町馬路 乙見神社 （宮本 仁 03/ﾛｰﾀﾘｰ 72） 永欽遺澤 
 

 

所在地 大田市仁摩町馬路 乙見神社境内（本殿右隣） 

北緯３５°０７′３１．９３″／東経１３２°２３′５２．６４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
16
年
（
１
８
８
３
）

再
建 

【
建
立
者
】
馬
路
村 

 

［
碑
石
前
面
］
永
欽
遺
澤 

［
碑
石
右
面
］
碑
文
（
次
ペ
ー
ジ
記
載
） 

［
碑
石
左
面
］
幹
事
／
山
﨑
五
次
／
山

﨑
弥
三
郎
／
舩
原
庄
三
郎
／
松
浦
和

兵
衛
／
田
中
□
□
／
松
浦
□
□
／
松

浦
與
七
郎 

［
台
石
］
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

乙
見
神
社
拝
殿
の
右
手
奥
に
７
段
の

石
段
が
あ
り
、
上
が
る
と
井
戸
公
碑

が
建
っ
て
い
る
。
ほ
ぼ
本
殿
と
同
じ

高
さ
に
な
る
。「
永
欽
遺
澤
」
の
文
字

は
中
央
に
よ
っ
て
お
り
、
上
に
も
下

に
も
ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ
て
、
特
に
上

は
家
紋
か
梵
字
で
も
彫
る
つ
も
り
だ

っ
た
よ
う
に
不
自
然
な
ス
ペ
ー
ス

だ
。
台
石
２
段
目
は
３
段
の
石
組
で

幅
も
奥
行
き
も
あ
り
、
か
な
り
堂
々

と
し
た
碑
だ
。
碑
石
の
左
右
に
は
碑

文
と
世
話
人
の
名
前
が
彫
っ
て
あ
る

が
、
石
が
軟
ら
か
い
の
か
、
文
字
は
痩

せ
て
読
み
に
く
い
。
た
だ
剥
落
や
痛

み
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。 

   
 

 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
20
日
） 

碑石最大幅 78、奥行き最大 65 
１段目台石幅 35、奥行き 165 
２段目台石（石組） 最大幅 285、奥行 240 

240 

375 

100 

35 

単位：ｃｍ 
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【97】大田市仁摩町馬路 乙見神社境内 永欽遺澤 続き（碑文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

是
井
戸
君
平
左
衛
門
某
之
碑
也
君
之
來
令
于
此
懸
元
享
保
十
六
辛
亥
年
其
善
政
盡
行
不
□
枚 

挙
矣
壇
其
観
土
空
而
移
甘
薯
其
澤
於
黎
庶
雖
經
幾
千
歳
不
可
磨
滅
者
也
宕
厳
明
治
十
五
壬
午 

五
月
廿
六
日
為
百
五
十
回
忌
辰
而
旧
碑
已
茂
鈌
矣
於
是
村
民
相
糺
結
据
数
月
更
建
新
碑
以
表 

欽
慕
之
意
云
尓
而
題
碑
面
者
龍
谷
學
士
大
渕
鉄
熙
記
其
由
者
本
邨
□
生
恒
三
恵
建 

 
 
 

明
治
十
六
歳
次
癸
未
五
月
□
旦 

 
 
 
 

位
三
□
志 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


